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【方法】胃癌細胞株 OCUM-12および食道癌細胞株 TE-6を用いた。OCUM-12および TE-6を 1%酸素下で
長期培養することにより、低酸素状態で増殖可能な低酸素耐性細胞株 OCUM-12/Hypo、TE-6/Hypoを樹
立した。急性および慢性の低酸素下で放射線を照射後、colony forming assay にて細胞増殖能を測




期である G2/M 期と S 期が減少した。急性の低酸素状態は、BRCA1 や BRCA2 の発現を低下させ、低酸
素耐性癌細胞への酸素投与は、BRCA1や BRCA2発現を増加させた。 
【結論】低酸素環境は放射線感受性の低下に関連していた。その一因として、低酸素状態により BRCA1
や BRCA2発現が低下し、放射線感受性の G2/M期や S期が減少したことが示唆された。 
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受性期である G2/M 期と S 期が減少した。急性の低酸素状態は、BRCA1 や BRCA2 の発現を低下させ、
低酸素耐性癌細胞への酸素投与は、BRCA1や BRCA2発現を増加させた。 
以上の結果より、低酸素環境は胃癌や食道癌細胞の放射線感受性低下に関連し、その一因として、
BRCA1や BRCA2の発現低下による G2/M期や S期細胞の減少が示唆された。 
本論文は、胃癌および食道癌の低酸素環境における放射線治療の新しい耐性機序を明らかにしたもの
であり、胃癌および食道癌の放射線治療の発展に寄与するものと考えられる。よって、本研究は博士
(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
